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-会長あいさつ

版画科新設

版画は版で作った絵画ではなく、版による独自

な表現領域であり、その独立した表現世界を「版

画Jと言う。

版画は絵画でも絵を量産する方法でも無い、こ

の前提に立って初めてファインアートの領域は、

絵画・版画・彫刻の分類となる。

昭和49年より始まったこの版画学会の考え方を

踏まえて本年度、多摩美術大学に版画科が出来学

部 l年に35名の入学を見た。これは小学校から大

学の大学院まで版画という領域が確立された記念

すべき出来事である。

版画はセンタ一方式でやれば良いと考える人が

居るが、それは版画を単に技術と見ているからで

あり、絵が描ければ版画は出来ると考える人と同

じである。要するに絵を版画にする考えであり、

絵と言う表現を版にする技術を版画と思っている

のである。

浮世絵は絵師・刷師・彫師の三者の分業で成り

立っているが、その内の彫りと刷りを行うのが版

画家と思っていて、従来のヨーロッパの工房の刷

師と変わりはない。すなわち木工センタ一、金工

センターと同じく技術だけを見ているのである。

絵画が目や手で制作しつつ思考しているように、

版画も彫ったり刷ったりする過程で版としての独

自な表現世界を思考しているのである。

私達はその独自の表現領域を版画とし、それを

希望し、能力を有する学生を取り系統的に版画を

修得させ卒業させるその一貫教育が大学に於ける

基本的な考え方である。

1992年大学に於ける教養課程が外され専門的な
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吹田文明

研究時聞が多くなるにしても、本来美術大学は6

年制にと言う声が有るほど時聞が足りない。今ま

でのような3年から専門課程での版画専攻では基

本的なものがやっと修得出来アートとしての思考

の充実まではとても行けないのが現実である。

1977年8月大学版画研究会報No.2で「カリキュ

ラム私案と女子美術大学カリキュラムJと題して

田村文雄氏が版画科開設2年目を迎えた女子美大

の現状を書いている。その中には大学版画研究会

による版画科カリキュラム私案と女子美大のカリ

キュラムをにらみながら初めての4年次システム

に試行錯誤する努力が随所に見られる。この田村

氏の努力の成果は急速に現れ女子美大から素晴ら

しい新人版画家達が続出している。それなのにな

ぜ途中で中止になったのか、£たコース選択制に

したことにより結果がどう出るのか心配である。

愛知芸術大学は今まで版画センタ一方式だった

が、吉本弘氏の長年の御努力が穫って来年より大

学院に版画研究室が新設される。その為に本年よ

り責任者として天野邦弘氏が就任した。

版画学会としては、ベテランの天野氏を会員に

迎え入れることが出来大変喜んでいる。しかし何

よりもこれにより愛知芸大が本格的に版画教育を

押し進められるだろうと言うことに大きな声援を

送りたし、。

多摩美大での版画科の新設とその順調な経過、

愛知芸大での大学院研究室の新設等、ファインア

ートの領域と絵画・版画・彫刻とする考えが一般

化している今日、他の美術大学に版画科が出来る

のも意外に早いと考えられる。



-版画教育の現状-1

1.大学教育の中での版画教育の位置を述べる前

に、まず大学での版画教育の役割を考えてみたい。

版画教育の役割には三つの住があると考えてい

る。そのーは、版画専門の作家養成であり、この

柱を骨子と考えている。

二に他分野(現行の分野分けでは絵画科油商専

攻分野がもっとも近しつの教育との関連のなかで

の版画の基礎教育とそれから展開しうる版機能へ

の理解と実験(応用)が考えられる。

このーと二の柱は、ーを骨子としながらも相互

に連携、時には相互乗り入れ(混在させる)さえ

行なえるフレキシブルな範囲を残しておくことが、

相方の教育効果を上げる上に必要であると考えて

いる。本学は作家養成を目標とした教育方針を持

っているが、それでも美術教育者養成の一面もあ

り、第三の柱はそうした美術教育者希望学生のた

めの基礎的技法技術を教育する役割であろう。

これら三つの住を十全に教育に反映させること

ができる機能と機関を考えること、が大学教育に

おける版画教育の位置づけにつながると考えられ

る。

今日では、版画を絵画の一分野として、たとえ

ば油商や日本画と同等の純粋芸術として認識され

るようになった。また、多種多様な表現が認めら

れ保証される健康な社会を迎えたともいえる。こ

うした社会の要望に答えられる位置が、大学教育

の中での版画教育の位置であるべきである。

以上の観点から、大学においては油画、日本画、

彫刻jと並ぶ純粋美術(ファインアート)、創造教

育 ・研究部門に位置されるべきである。

しかし一方、版画はその機能と性格から、他部

門、たとえば機能美術(デザイン・工芸)や芸術

学および美術教育部門からの要望にも答えられる

ような、共通工房的性格を同時に抱えもつべく位

置づけられるものでありたいと考えている。

2.上記1.で述べた位置づけは、いまだ不備(施

設、設備、予算、教官不足)はあるにせよ本学に

おける現在の位置と役割りを語っている。

次に他分野との関わりを具体的に述べ、合わせ

て他分野との関わりにおける不備にも言及してみ

fこし、。
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東京芸術大学中林忠良

O選択必修科目として関わりをもつもの

日本画専攻一三年次において壁画(モザイク

・フレスコ)との選択実技実習。 4版種中 l版種

を選択履習。 2週間2単位。

ヴィジュアル・デザイン専攻一過去に三年次

において 3週間 4単位の実技実習があったが、現

在はデザイン科独自の版画教室において独自の教

育がなされている。

O選択科目として関わりをもつもの

油画専攻一基礎課程カリキュラム選択制にお

けるカリキュラムのーっとしての実技実習。 4版

種中 2版種を選択実習。版画の基本とその展開が

テーマ。 4週間4単位。(平成4年度から一年次

を取手第二校地に移転させたため、今年度は二年

次生のみを対象)

また油画専攻学生に限り、年間に 2週間の自主

制作の機会を設けている。

芸術学科一一年次の実技実習カリキュラムに

組み入れ、 4版種中 l版種を選択履習。 2週間

(選択科目ではないが、油画実習の一環としての

履修なのでこの項目に入れた。単位は当該科に一

任。

美術教育(大学院美術研究科) 一実技実習と

して自由に版種を選択履習する。 l版種2週間。

単位は実技実習として当該科に任せている。

以上が他専攻分野との関わり方であるが、これ

らの実技実習がすべて版画の専門の実習室で行わ

れるために以下に述べる問題点が出てきている。

すでに述べてきたように、版画教育は他専攻分

野からの要望が多く、言うまでもなくそれは版画

そのものがもっ性格に起因しているわけだが、そ

れらの要望にも答えるべく努力すべきである。加

えて版画に使われる機材、設備、用具等の共用性

があり、同様の設備を同一大学が数箇所に持つ必

要がないところから版画教育・研究専門部門(当

大学では版画研究室)が受け持つことになる。

またこれがらっとも大切なことと考えているが、

版画は技術を持つてはじめてその表現を可能にし

得る美術であり、その技術は短期間の教育ではそ

の伝達に限界があるところから、教育には版画専

門の実習室を使うことが望まれる。そこには上級



生たちのもの言わない作品群やそれらへの創造の

行程、姿があり、それらはより多くの示唆と刺激

を学生たちに与えるはずである。そうした実習室

の創造の伝統が染みついた(雰囲気)空間が、特

に初期教育には大変有効であることをわれわれは

知っている。実習室そのものが技術を蓄積してい

るという言い方も許されよう。こうした考え方と

現状から「版画センターjの構想が生まれるのだ

が、現実にはわれわれは狭い実習室をいくつらの

役割りに対応させているのが実状である。

当大学の版画研究室が学部、大学院学生、留学

生を抱えるようになってからすでに久しい。技術

の蓄積は十分にできたが、いよいよ本格的になっ

てきた作品の大型化は従来の実習室をただでさえ

狭陸なものにしてきている。その狭障な空間に他

専攻分野の多数の学生を受け入れているのである。

一方のメリ ットは他方ではデメリットの要因にな

っている。こうした問題は3.の設問に関連してく

るが、実際問題として、時間に制約を設けたり、

カリキュラムの編成にやり繰りしたりと苦慮の多

いところである。

3.現在、本学における絵画科講座は次の通りで

ある。

座

座

座

講

講

講

一
二
三

第

第

第

r
i
l
l
J

、li
l
k

攻専画本ロu
科画絵

第四講座 1

第五講座|油画

第六講座 J

第七講座版画

第八講座壁画

第九講座油画技法材料

大学院美術研究科は研究室制度が採られ、一講

座当り二研究室の陣様、版画は第一研究室(銅版

・石版)、第二研究室(木版 ・孔版)である。

(この二つを総称して版画研究室と読んでいる。)

学部油画専攻は入学定員60名。 1、2年次を基

礎課程として2年間に必修の素描、油画の他に 7

カリキュラムを設け、その内3カリキュラム以上

の実技実習を履習することになっている。版画は

油画専攻
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そのうちの lカリキュラムとして設定されている。

学部3年次からの専門課程では、希望により油

画と版画のどちらかのコースを選ぶことができる。

いままでのところ大体定員の10%程度の学生が版

画を選んでくる。

別表版画研究室年間カリキュラム表を参照され

たいが、 3年次より版画コースに入った学生は、

あらためて専門的な基礎技法技術習得を目的とし

た、 4版種それぞれの集中授業をうけなければな

らない。この集中授業は前期一杯かかり、途中素

材研究週間を経て、後期には写真製版の実習の後、

希望する版穫を専攻、自主制作するようになる。

4年次には卒業制作に向けての自主制作に入る

ので、多様な技法の習得と技術の錬磨からすれば

決して十分な時間とは言えなし、かも知れないが、

基礎課程における種々な造形経験と素描・油画実

習で-培った素養が、むしろ短期間で集中的に版画

を自己表現に結びつけるようになる。卒業制作と

大学院進学という関門が、急速に表現カを高めさ

せる結果を生んでいるとも言だよう。

大学院美術研究科では、初めから専攻版種を絞

って進学してくるから、創作研究は専攻版種によ

る自主制作ということになる。もっとも留学生や

他大学からの進学生には専攻以外の他版種を、希

望すれば学部3年次生を対象とした 4版種集中授

業に加わって実習する道が聞かれている。その他、

自己の表現の展開上におけるさまざまな要求、問

題は、指導教官との密なディスカッション 一 指

導のもとに解決、進捗させることができる。これ

らは研究室制度の特色であり、後期博士課程にも

基本的にはこの特色が生かされている。

後期博士課程では、専攻版種による指導教官を

中心に、学生の研究対象に関連した他分野実技教

官および美学、美術史等、論文研究のための学科

系教官を含めた4、5名の担当教官によるグルー

プ指導制をとっている。

以上述べてきたことと、 2.の設問への回答とを

重ね合わせれば、おおよその現状、本学の版画研

究室の有様が理解されよう。
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これらは次に掲げる諸点で理想から距離がある

といえるが、幸いにして研究室スタッフの人間関

係の円滑さを基盤にした連携教育によって、現状

の範囲を超えた、理想にかなり近い教育とその成

果を現実のものとしているとするのは、や￥自己

愛に類する甘い採点であろうか。それでは理想と

の距離を縮める諸点を次に箇条書きにしてみる。

イ. 3名の教官増員(4版種それぞれに常勤教

官を配し、かっ常勤助手を置くことができる)

ロ.予算増額

ハ.実習室の拡張、増設

ニ.設備、備品の充実

ところでこれらの問題は、もうー講座が純増さ

れることによって解決される種類のものである。

本学版画研究室では、一講座に加えるべき第二講

座を概算要求として二十年来要求し続けてきてい

るが、今だにこの要望は受け入れられていなし、。

日本の特色ある美術としての版画への理解と手当

てが待たれて久しいのである。現在、もっとも苦

慮している、版画専門教育・研究部門と版画セン

タ一的機能を果たす部門との融合、相互連携も、

講座増によって解決できるものと考えており、そ

の軌道の上に理想とする版画教育の実現があると

考えている。

4.銅版、石版(リトグラフ)、木版、孔版(シ

ルクスクリーン)の4版種は、版機能としての共

通の基盤上にありながら、それぞれに独自の設備、

備品、独自の方法論と表現世界を有していると考

えている。こうした考えの上で、相互乗り入れ、

連携の有効性を十分に鑑みながら教育・研究を行

っている。

各版種それぞれの本学における歴史の相違から、

まったく同比重の設備、内容を有しているとは言

い難いが(後発のシルクスクリーンの実習室が不

備である)、教育の意図と内容は均等である。実

習室はそこを専攻する学生の質と数によってその

バランスは年々変化するが、予算面の運用を含め

て極力均等であるように配慮している。
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5.前述してきたように、本学では版画科として

の入学窓口を開いていないので、学部入学試験は

行っていない。大学院美術研究科版画専攻として

の入学試験を次に掲げて参考に供したい。

①実技試験一素描(4時間〉

②提出作品一版画2点以上

③ 入学後の研究意図を示す論文またはエスキ

ース等参考作品の提出

④ 面接

6.本学会の前身、大学版画研究会の発足当時よ

り、われわれはより良い大学教育を目指して協議、

努力してきた。各大学の垣棋をとり払い、版画教

育という共通の舞台で忌僚なく意見を交してきた

ことは、大学教育のデメリットを最小限にとどめ

てきたと言えよう。他教育分野にはないこうした

運動は幸いであった。

もっとも大きな功績は一大学教育のみの功績

とほど思い上ってはいないが一、版画芸術の認

知に影響力があったという点であろう。今日の大

形版画化を、タブローと対等の位置への志向とそ

の許容と見れば、そうした時代を現実のものへと

押し上げた底辺の力学は大学版画教育が培ったも

のと考えてもよい。第二には版画教育の成果から

生れた美術教師の、小、中、高校への浸透があげ

られょうか。少くとも版画に対する親和性は、こ

れまでの美術教育よりずっと高まり地についてゆ

くはずである。成果はまだ先のことになろうが、

それらは少しずつでも社会を変え得ょう。

一方、罪の方はどうであろうか。当然のことに

われわれは罪過を避けるべく努力してきたわけだ

から思い当たることもないが、強いて言えば、次

のようなことが反省として上げられょうか。

われわれは害して勤勉にすぎはしなかったか。

技法技術の教育に、作家養成に、速成教育に勤勉

で有り過ぎはしなかったか。時代の波ということ

もあろうが、もっとじっくりと根本的なものに時

間と労をかけたいと、これはもちろん私見である。

私見ついでにもう一つ。われわれを忙しくさせた

のが最大の罪であるような気がする。



(はじめに)

本学の紹介につきましては、大学版画学会報第

1 6号に、 「京都市立芸術大学の現況Jと題して

すでに詳しい報告がなされており、今日に於いて

もあまり変わっておりません。重複するところも

多々あると，思いますが、ご了承下さい。

①大学教育の中での版画の位置づけ

美術科(日本画・油画、彫刻、版画・構想)

デザイ ン科(ビジュアル・環境・プロダク ト)

工芸科(陶磁器・漆工・染織)

以上3科 11専攻であり、それぞれが大学院修

士課程を持っています。

②版画専攻に於ける講座と他専攻分野との関係

現状では、 三科合同による統一入試(色彩・デ

ッサン・立体)を行い、科別定員(美術70名・

デザイ ン25名・工芸30名)を確保し、専攻別

定員は設けていません。従って、美術科合格者の

中に何名程の版画志望学生がいるのか、この時点

では全く不明のままです。

入学してまず最初の6ヶ月は、 「総合基礎」と

称し、 125名全員に対して、共通の諜題による

基礎を課します。内容は、その年に当る運営委員

7名(各専攻から出向し、専攻実技と兼担)の話

合いによって方針が決定されますが、主たる目的

は、 ①受験勉強に於ける視野の狭さから一度開放

し、ものづく りの原点に立ち返らせ、再出発をさ

せること、 ②将来、どの専攻を選ぶか自分の適性

を考えさせる、ガイダンスの役割をも持たすこと

にあるかと思われます。

版画に来るであろう学生は、この後引続き 1年

間、 「日本画基礎J r油画基礎J r彫刻基礎Jの
内から一つ選んで必修としなければなりません。

つまり、正式に版画専攻生として我々の前に現

れるのは2回生後期からということになり、この

時点での学生数で、研究室は色々と対応しなけれ

ばなりません。多過ぎるとスペース、設備の問題

が起こりますし、少な過ぎると、緊張感の欠ける

学年になりやすいことに注意を払う必要が出て参

ります。不思議なことにここ数年は、数の上では

や、高目で安定しています。

又、専攻生とは別に、全学生の内の3・4回生
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京都市立芸術大学 舞原克典

の内から希望者に、 「版画基礎J2単位分の集中

実技を開講しています。年に 3回、 l回っき 4週

で、内容は石版、銅版・孔版の三版種です。

かつての様に、朝から順番を待って登録(定員

l回20名〉する、といった熱気はありませんけ

れども、年聞を通じ 60名程が受講します。

学生には大変好評ですが、指導する方はいささ

か大変です。

大学院については、 10月下旬に、各専攻別に

独自の入試を行っています。版画専攻では、 2名

から 3名が合格していますが、勿論学外者にも門

戸は開放しています。

③版画教育に於ける授業形態のあり方についての

現状と理想

当専攻に於ては、 2回生後期に、木版・石版・

銅版・孔版の各版種の基本的な技法を集中的に体

験させることと、 3回生前期の一部に、暗室処理

(写真の現像・焼付からリスフィルムまで〉の方

法を教える他は、各自の自由制作としています。

月l回をベースにした合評会には、 「作品 l点

以上Jの提出を義務づけています。研究室として

は、以上の個所に期待しているところですが、最

近我々の心を読め切れずにいる学生も現れる様に

なって来て、少々悩んでおります。

テーマと技法を特定し、次々と課題をこなす様

に仕向けることによって啓発する方法もL勿論あ

りましょう。しかし、自由な時間を自己コントロ

ール出来る様になって行かなければ、所詮作家に

はなれないだろう、と我々は考えます。

どの様な形態をとれば最高なのか、なかなか理

想像は浮かんで来ません。色々な条件(予算・ス

ペース・スタッフ)等の制約の中で、その学生に

合った方法を考えるしかありません。

④版画教育計画の中での、各版種の位置づけ

木版・石版・銅版・孔版の基本的な版種それぞ

れの、基礎的な技法を体験させた後は、引続いて

どの版種によって制作しようと、全く自由にして

あります。混合も併用も自由です。最近では、コ

ラグラフは無論のこと、土版と呼ぶしかないスタ

イルなども出て来ます。

大学院生では、コンビューターに触れる者も居



ますので、技法としての表現領域は自ずと拡大し

て行くでしょう。

しかし一方で、版で表現することの基本的な理

念と、各版種の持っている特色と魅力を、再認識

させることの必要も痛感して居ります。

⑤入学試験について

先にも述べた様に、当大学に於いては、全学統

一入試で、デッサン ・色彩・立体の内容で行って

います。それぞれのオーソリティが採点に、しか

も交代して当たれること、全く公平なことなどプ

ラス面がある反面、専攻にとって適した学生が本

当に採れているのかなど、不安な面もあります。

目下再検討といったところです。

⑥社会に於いて大学版画教育の功罪はどうか

学内的には、かつての西洋画科の中に小さな芽

として生れたものが、 70年の大学紛争を契機に

した改革案の中へ明確に位置づけられ、さらに移

転と共に専攻を立てることが出来ました。

この間約 10年の時聞を必要としましたが、学

内的コンセンサスは完全に得られたと思います。

但し、後発の専攻ですので、今だにスタッフの不

足分は解消せぬま、ですが…………。

専攻を立てることへの我々の努力も勿論ありま

すが、本学の場合は、学生の意欲が先行して来た

ことを、特に強調しておきたいと，思います。

学外的にどう評価されているかは、こちら側か

らはなかなか判断しにくいことですが、最近の傾
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向としては、企画・デザイン関係の分野への進出

が目立っています。教育関係のポストも狭められ

て来ていますので、卒業と同時に作家活動を維持

するのはなかなか困難になっていることを、学生

自身良く知っている(知り過ぎている?)様に思

われます。実は 30年前の我々の学生時代にも困

難だったわけで、これは変らぬテーマでしょう。

版画というものを、造形活動全体の中で考えれ

ば、狭い一分野に過ぎなし、かも知れません。その

範囲だけで閉じ込めて、伝統的技法のみを伝達し

過ぎると、いずれ窒息状態に陥る危険を伴うこと

になるでしょう。

けれども、一先ずその狭い分野から出発させな

がら、販の特質を考え、常に個人の資質に合わせ

っつ、そして文、現代という時代の空気を吸い続

けることが出来るならば、 「版画家Jや「画家の

版画家Jだけでなく、版画を出発点として造形家

やデザイナ一、そして演出家等が出て来るのでは

なし、かと、期待しています。その兆しはあります。

(おわりに)

以上、アンケートの項目に沿って述べさせてい

ただきましたが、実は来年度より実鈍される土曜

日休講に合わせ、目下全学的に、学科・実技とも

委員会により見直しを行っている次第です。

従って、入試・基礎など、変更されるかも知れ

ません。目下の現状報告とさせていただきます。
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画科となり、入試の段階から完全に独立しました。

泊画科との関わりとして、特別選択制度があり、

油画科、 2年生の後期より希望者に、週 l目指導

日を設けて、版画実習を行っている。

小作多摩美術大学

3.現状の各版種における綬業形態は以下の通り

である

木版画

l年①版材に紙、布、糸、接着剤、メディウムな

どを貼り重ね凸版を作り、文彫刻万、針金、金網

等で-彫ったり傷つけたり、プレスした凹的表現に

よって版の基本的な表現方法とテクスチュアーを

理解発見しつつ深く探究する。

②制作された版を水性絵の具、油性絵の具で

刷りを試みる。

③木口木版の制作を試みる。

2年①版という表現世界を探るためのペーパーア

ート、年度等による写真デッサンを試み造形表現

の基礎トレーニングを行う。又、テクスチュアー

と色彩と形態の3要素によるトレーニングとして、

1.大学教育の中での版画の位置づけ

版画は版で作られた絵画ではなく、版による独

自な表現領域である。その独立した表現世界を

「版画Jと呼ぶ。版画は販による間接表現世界と、

自己表現を量産するメディアとしての能力を待っ

ているその特質は、もっとも現代的な表現領域で

ある。現代を自己との関わりのなかで、いかに大

胆、かっ新鮮に創造するか、その表現手段として

の版画は、もっとも今日的手法である。板目木版、

木口木版、エッチング、メゾチント、ドライポイ

ント、リトグラフ、木版リト、シルクスクリーン、

等多様な版種による多角的な視覚と思考を技法と

習練によって、より新鮮で創造的な世界を切り聞

き、作家としての基礎的能力を深めなければなら

ない。
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2.版画科に於ける講座と他専攻分野との関わり
方

昨年度まで油画科の選択コースの中に、 「版画J

として位置づけられていたものが、本年度より版



コラージュを制作する。

②凸凹表現とテクスチュアーの発見と理解を

基本に、版による自分の表現を作り上げて行く。

③シルクスクリーン、特に写真製版を試みる。

3年①自己表現の量産のみでなく、間接表現とし

ての表現世界を探究する。フロッタージュによる

表現等を行う。

②自分なりの表現世界を追求する。

4年①版による自己表現を追求し、卒業制作とし

てより完成度の高い作品を創作する。画集作りに

より、量産能力を高める。版画家としての基礎能

力の完成を深める。

銅版画

1年①ドライポイント。磨かれた銅版の面に鋭い

ニ一ドルによって直描し、銅の材質を知り凹販の

魅力に触れる。

②スクレーパ一、パニッシャ一等の工具を自

ら制作し、技法、版材への親和感を味わう。

③凹版用インクの作製。グランドの作製。

④ドライポイントによって作られた版を刷る。

⑤メゾチント。線引によって版画にサンドペ

ーパーのような粗面を作り、削り磨いて版を作る。

2年①エッチング。腐食法の基礎である線刻の技

法。

②アクアチント。版画に水彩画の効果に似た

やわらかな濃淡を作る技法。

③ソフトグランドエッチング。軟らかな防蝕

剤を用いて、物の肌の効果そのものを版面に作り

出す技法。

④リフトグランドエッチング。筆描きの筆勢

の効果をいきいきと版面に作り出す技法。

3年①習得してきた各種の技法を組み合わせ、あ

るいは自ら工夫じて独自のマチエールを作るなど

新しい表現を探し求めてゆく。

②色彩銅版画(3版3色)の制作を習得。

4年①版による自己表現を追求し、卒業制作とし

てより完成度の高い作品を創作する。文画集作り

により、量産能力を高める。四年間の総合として、

技法や思想、の海然一体を深める。

石版画(リトグラフ〉

l年①アルミの版の上にクレヨン等で描画。製版
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刷りにより、平版のしくみを理解してもらう。

②ひとつの版を、ちがう色で刷り分ける。

③版を4枚作り、色を変えたり、刷りの順番

を変えて、多くのバリエーションを楽しむ。

2年①版に加筆とケズリをほどこし、その変化を

そのたびに刷りとる事で、石版画の自由さを実感

してもらう。

②固形のクレヨン等に加えて、液状の解筆等

で、筆、ペンでの表現。

③墨流し、たらし込みの表現。

④転写(他の版種、フロッタージュ、コピー)

⑤白黒反転で、ネガティブな世界を作る。

3年①木(シナベニヤ、ラワンベニヤ、杉、松)

を使ったリトグラフを作る。それぞれの木目の違

いと、木の特色である細工のしやすさを利用して、

凸版、凹版的な表現を試みる。

4年①他の版種との組合せで、独自の表現世界を

実現させる。

以上、現状であるが、これらの内容を深く理解

し、そのことによって、更に学生自身が、独自の

発展を遂げてくれることが理想であります。

4.版画教育計画の中で、各版種についてその内
容とバランスをどのように位置づけ実施されてい

るか

l年時の導入で、木口木版を2週間行うことで、

版を通しての表現を実感してもらい、その後、木

版、銅版、リトグラフに分かれ、 l版種6週間ご

とのローテーションで3版種の基礎実習を行い、

それぞれの技法を習得する。 2年時からは各版種

に分かれ、専門の版種を深める。

シルクスクリーンについては、 1 • 2年生を対

象に集中講座で実習を行う。

5.版画科の入学試験について、その方法と理由

実技については、鉛筆デッサン(5時間)。

学科として、外国語 (60分)、国語 (90分)。

学科はファインアート共通である。

本年度の問題については、 「私の部匡Jであり

ます。その理由として、毎日生活をしている自分

の部屋を発想媒体として、イメージを色々と展開



する。それをし、かえる角度から捉え表現するか、

発想から表現までを見ることと、発想の豊かさ、

デッサン力、立体的表現能力と視点、鉛筆による

明暗の美しい譜調と色彩、それ等の総合した感性

を見ることであります。

6.社会に於いて大学版画教育の功罪はどうであ

ったか

大学版画教育自体まだ歴史が短いものでありま

す。功罪についてはもう少し時聞を置かないと、

はっきりとした答えは分からないと思います。

①木版画 ・道具チ作りー パレン ③リトグラフ -ソリ ッ(ドマーカーによ届描る11描画り画、 〉版製置版-マ エール版 . /111りミ版色イ・ンクによる 分製け
-水性、油版色一性版版インクによる刷り

-アル、 L レヨンで 、 、

-ラ性性ッカ
・木多クレヨン、 解ク墨からラッカーに き届換11えりる製版

-・水油 回多 版 版色刷リトグラフ
り(色版の分解〉

②銅版画 ・道具作ポりー スクレーパー パニッシャー ②銅版画 ・木口木版ジ画
ドライ イン ト ・ソフトグランド -コラー ュによプるイメーヅデッサン
-グラン ド作グり -リフトグランド -ペーパースカル チャーによるデザイ ン
-エッチン -アクアチント -シルクスクリーン

平成4年度版画 1 ~4 年 カリキュラム

4月20日 5月2日 2週間 木口木版 -午目1)ー l年 午後-3年

5月8日・ 9日 山中湖ゼミナール

午01)・l年 午後・ 2年 午後・ 3年 午01)・午後 4年

5月11日 基礎実技(1) l週間

基礎実技(1) 7週間 油 画 基礎実技(2) 1週間 提出作品数 7点

基礎実技(3) 1週間

6月1日より

版種別実習

ー.-..司F圃噂圃..------ー._---ーー・・ーー・・・・.....__.・・・・ーー・・ー・・....-ーー・..........-.-................ 

特別講座l
~:~~ . I ..................... . .... . .. I .......... .. . . . . .... . ........ 1 

7月11日 特別講座2

7月13日 7月18日 集中講義 |夏期課題 木版

7月20日 8月31日 夏期休暇 銅版 . 
9月1B 9月7日 集中講義 リトグラフ

9月8日 午前・ l年 午後・ 2年 午後・ 3年 午前・午後 4年

基礎実技(2) 6週間 基礎実技(1) 4週間

基礎実技(3) 6週間 l&礎実技(2) 4週間 自主制作 卒業制作

基礎実技(3) 4週間

........・..ーーーー ー・・・・ーーーー・ーー・・・・・・・・・・・・・ーー・..-.__.......__.................-...'.......ー...............
12月14日 10月14日・ 12月1日・批評会・午前一1年、午後一2年年、 3年、 4年

12月15日 1月7日 冬期休暇

1月8日 リー ン |シルクスクリー ン|

1月14日 1週間 1週間

A
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u
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昭和 62年度まで、絵画科のなかで l年次より

版画プロパーとして、池画、日本画と同等のラン

クで位置づけられていたが、大学移転に伴う各科

の編成の中で、洋画専攻として油画と一緒になり、

現在は版画コース・油画コースとして 3・4年の

2年間と卒業制作を通して版画プロパーの養成を

目的としている。

2. 3. 

本学は絵画科・造形計画デザイン科・環境計画

デザイン科・工芸科・芸術学科で構成されている。

絵画科は洋画専攻と日本画専攻より成り、版画

は洋画の一分野として在る。

洋画専攻に入学した学生は、一年次の最初にカ

リキュラムを元に授業内容などの説明を受け希望

により、版画を多く履修するクラス(これ以降版

画クラスという)と油彩画を多く履修するクラス

(油画クラス〉とに分かれ別表の通りに実技単位

を修得する。

3年次に再度 l・2年の版画クラス・油画クラ

スに関係なく、版画コース・油画コースを選択し、

版画コースを選択した学生は、 3年・ 4年・卒業

制作まで版画を制作学習する。コース分けの説明

は、 2年次後期に行っている。

1 • 2年次での版画の授業は集中講義で、 1年

次に版画クラスは石版画4週間・銅版画4週間で

3単位、木版画2週間で l単位を修得し、油画ク

ラスは、木版画2週間 1単位を修得するのみであ

る。 2年次において版画クラスはシルクスクリー

ン4週間2単位、写真製版4週間 l単位を修得す

る。油画クラスは、石版画もしくは銅版画のどち

らかを4週間で2単位を修得する。

3 • 4年次は2年次の終わりに、 3• 4年次に

於ける授業形態を説明して志望アンケートを取り、

3年次からのコース分けの資料とし、希望人員の

調整を行う。版画コースとなった学生は、前期に

集中講義形式で版画表現のための技術をもう一度

さらうと同時に、 1 • 2年次に経験した技法以外

の版種独特の表現を試してみる。 1・2年次に版

画クラスであった学生は、 4版種を経験している

ので、自分の志向する絵を考慮して2版種を選択
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女子美術大学馬場 章

し、 8週間の内に制作学習する。油薗クラスであ

った学生は木版画と銅版画もしくは石版画の2版

種しか経験がないので、必然的に、シルクスクリ

ーンと経験がない石版か銅版のどちらかを選択し

て制作する。また前期の終わり 3週間に各版穫に

必要になる素材、文、溶剤及び危険な薬品につい

ても講義と取り扱い方などを説明する。素材は石

版;描画用クレヨン・インク・(黒鉛によるイン

ク作り)、銅版:ハードグランド作製 インクに

ついて(必要に応じてインク作り)、木版 :和紙

と道具について、シルクスクリーンはブロッキン

グ法とその材料についてである。もう一つ素材研

究として後期に週 l回選択授業で製本を行う。製

本は版画が紙という素材を媒体にして発達してき

た経緯も踏まえ、自作を本の体裁に整えることで、

版画制作からだけでなく、主に西洋での修復の面

からの本や紙について、また紙に関係して来る材

料についても学習する。後期からは各自、 2版種

程に絞り制作していくが、版画の原理は理解でき

ているものの、なかなか版種独特の表現の全体が

見えていないこと、自分の絵画も漠然としたもの

しかないこともあり、どの版種が適しているか判

断が難しい学生も多い。一つの版種で、継続して制

作してゆくことでその版種の表現などが判ると同

時に他の版表現も理解できてゆくように思われる

が、なかなかそのような状況にはなっていない。

4年次になりほとんどの学生が各自の絵画表現

に適する版種を lつに絞り制作し、後期より卒業

制作へと進む。 4年次で各自の絵画的なものが判

り、それに向いた版画表現を選択すると同時に教

わったことだけではない自分独特の表現への要求

が出てくるように思われる。

以上、カリキュラムに沿って述べて来たが、現

在さしあたっての問題は、版を通して絵画を考え

る事や、絵画的イメージをし、かに版画で表現する

かなど経験や時聞を要する事に対して、 3年次か

らのコースでは遅いように思われる。もう一点、は

1・2年次での集中授業にかなりの時聞を取られ

る事である。多くの学生に版画を経験させ概要を

理解させる為の集中授業か、版画を志向する学生

にもっと厚みのある授業形態をとるか、教員と設



備の面から考えると相反する問題であるが、現在

考慮中である。

他専攻との関係は授業の上での交流はあまりな

く、 1• 2年次の総合実技(集中授業) 1 • nと
いう他科の学生を受け入れる交換授業の週間があ

り、希望する学生は版画を履修することができる。

その他、洋画科全体として、 1 • 2年次の古典

技法週間に選択して日本画をとることができるぐ

らいである。

4. 

版穫の選択は、個々の絵画表現に適するものと

いうことを一義に考え、つぎに各人の有している

作品制作過程に合った販制作過程の版穫を選ぶよ

う指導している。よって4版種選択できる状況が

各版種のバランスは、 1• 2年次の版画クラス

は4版種を経験するようにしているが、油画クラ

スは木版と石版または銅版の2版種しか行わない。

版画コースの授業を担当する教員の構成は次の

とおりである。石版画・選任 l名 非常勤・ l名

(週 l日2時限)、銅版画・選任 1名、非常勤 l

名(週2日4時限)、シルクスクリーン・非常勤

l名(週2日4時限)、木版画・非常勤・ 1名

(年間 12日24時限)。以上のように石版・銅

版・シルクスクリーンは毎週指導教員が来校する

が、木版だけは教員が毎週いない為、集中授業的

になっている。

5. 

昭和62年度まで、版画科として20名の定員

で学生を募集していた経緯がある。現在は洋画専

攻として油画と一緒に 100名の募集を行ってい

る。版画としての定員は定めていないが許容人員

は25名程度と考えている。

2 • 3で・のべた通り、 1 • 2年次のクラス分け、

3・4年次のコース分けは学生の志望選択により

研究室による操作などはしていない。ただし許容

範囲を越えた場合は、志望アンケートの選択理由

をもとに面接を行い調整を試みる程度である。

6 3年度からの l年次クラス分け、及び3年次

でのコース分けの学生数の推移を表にしてみた。
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図-1 

l 年次;3 年次: の
クラス分け;コース分け 現在学年

6 3年 23名 J平成2年 24名;平成4卒業
定員 100

平成 l年 31名;平成3年 27名 :4年
定員 100 編入 l名含む;

平成2年 29名;平成4年 26名 3年
定員 100 編入 3名含む i
平成3年 24名; : 2年
定員 100

平成4年 26名! 年
定員 100

図-2 絵画科修得単位数

分 野 卒業所要単位数 備 考

一般教養科目 3 6単位 3分野それぞれl科目以上

外国語科目 8単位 1ヶ国語

保健体育科目 4単位 講義2単位、実技2単位

専門教育科目 共通専門科目(学科〉

2 4単位 専門教育科目

専攻別専門科目(実技) 合計 7 6単位

5 2単位

1I、計 124単位

図-3 履修科目一覧表

絵 画

洋 画 日 本 画

油画クフス 1版画クフス ;総合実技 I 総合実技 1: 
油 彩 6単位 油彩 3単位: 2単位 2単位;日本画 8単位
版 画 l単位(木版画) 版画 3単位 ; ;デッサン 2単位
デッサン 2単位 (石版画、銅版画〉

年 古典技法 l単位 l単位;
(木版画)

次 デッサン 2単位:
古典技法 l単位 i

1 2単位: 1 2単位 l単位

!総合実技E 総合実技II:
油 彩 5単位 油彩 4単位 : 2単位 2単位;日本画 8単位

2 版 画 2単位 版画 2単位; ;デッサン 2単位
(石版画または銅版画) C/I~7^7I)-ï) 1単位 : :素材研究 l単位

年 デッサン 2単位 (写真製版)
古典技法 l単位 デッサン 2単位:

次 古典技法 l単位 i
1 2単位! 1 2単位 l単位

油画コース 版画コース

3 ;教免 ;教免 ;教免
油彩 10単位 ;デザイン I 版画 9単位 iデザイン I 日本画 8単位 ;デザイン I

年 彫塑 2単位: 4単位 彫塑 2単位 : 4単位 デッサン l単位: 4単位
;工芸 素材研究 1単位 :工芸 古典技法 l単位 ;工芸

次 4単位 4単位 彫塑 2単位; 4単位

1 2単位; 1 2単位

4 油彩 8単位:教免 版画 7単位;教免 !教免
卒業制作8単位;デザインE 素材研究 l単位:デザインE 日本画 8単位:デザインE

年 2単位 卒業制作 8単位 i 2単位 卒業制作 8単位 i 2単位
次 16単位: 16単位:

専門教育科目(実技) 5 2単位、 共通専門科目(学科) 2 4単位
教職免許(実技) 1 4単位、 ※彫塑 2単位X2 含む
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嵯峨美術短期大学

1.大学教育の中での版画の位置づけ

本学版画コースは、独立したコースとして設置

8れて20年目になる。

現在、美術専攻として、絵画I、絵画E、絵画
E、版画、空間造形、陶芸の6コース、デザイ ン

イン I、ビジュアルコミュニケーションデザイン

E 、環境デザイン、生活デザイン、テキスタイル
の5コース、合計11コースに分かれての専門教育

が行われている。

それぞれのコースは、実習においては個別のカ

リキュラムを編成し、ユニークな実習指導を行っ

ている。

尚、本学の卒業生数は 8，860名、うち版画コー

スの卒業生は 311名である。

2.版画コースに於ける講座と他専攻分野との関
わり方について

本学に於いては、各コース独自のカリキュラム

編成を行っており、実習においては、各コース聞

の交流は行われていないのが現状である。つまり、

2年間という時間的制約があり、その中で教育効

果を高める為には専門性を重視する必要があると

いう考え方によっている。

学科科目においては、定められた単位数の内で、

原則として学生の自由選択制となっているが、現

在、カリキュラム体系の見直し作業を進めている

ところである。

版画コースにおいては、版画実習を基本としな

がら、映像実習、特別講座として、現代美術講座、

コンビューターグラフィックス演習等、その時々

の学生の要望に応える形での講座を作り、コース

の閉鎖性を無くすように努めている。

3.版画教育に於ける授業形態のあり方について

現状と理想

本学は短大であるので、 2年間という時間的制

約がある。その中で、より教育効果が上がる指導

法を、日夜模索しているところである。現状とし

て基本的には、木版画、銅版画、シルクスクリー

ン、リトグラフ、映像の各工房制をとっている。
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l回生の場合、前期はデッサン、基礎造形と木

版画基礎、写真基礎を行っている。デッサン基礎

造形を通して、主に美術に対する考え方を指導す

る。現代美術における様々な実験の追体験をさせ

たり、イメージトレーニングを重ねる中で、学生

達の持っている既成概念を打ち破り、新たな可能

性を引き出すことに主眼を置いている。その後、

木版基礎、銅版基礎、シルクスクリーン基礎、リ

トグラフ基礎と固まぐるしく版画の基礎実習が続

くが、それぞれの期間の変り目に、全員での合評

会を実施し、単に技法を覚えることに止まらず、

芸術の基本的な見方や考え方、版画への取り組み

方を指導している。

2回生になると、学生は各版種の中から lつを

選択し、その工房に所属する。工房の変更、又は

2種以上の工房にまたがって制作することも可能

である。後期になると、卒業制作に向かつて各自

のペースでの制作が始まるが、いずれの場合も、

合評会を重視し、教員、学生、相互の意見交換を

大切にしている。

専攻科の学生は、 1 • 2回生合わせて10名程度

であるので、より密接なコミュニケーションを計

るように努めている。学生達の主体的、自主的な

制作が進むようにアド‘パイスが行われる。時とし

て、版画からはみ出し、ドローイング、インスタ

レーション等を行う学生も出て来るが、それらも

認め指導している。

以上が現状であるが、 80名もの学生を抱えてお

り、文、スペースも十分なものが無いので、具体

的対応となると苦慮することが多い。教員は、各

版種の専門家で構成されているが、よりきめ細か

い指導をする為には充分とは言えない。カリキュ

ラムに関しては停滞することなく、常に新たな可

能性の模索に努めたいと考えている。

4.各版種のバランスと位置づけ

常勤の教師の専門から、銅版画とシルクスクリ

ーンが中心となるが、並行して、木版画、リトグ

ラフ、写真、にも力を入れている。バランスよく

時代に対応した形で柔軟展開してゆくべきと考え

られる。



5.入学試験について

版画コースが独立して入試にあたるが、内容は

他の絵画、空間造形などと変わらない。即ち、鉛

筆デッサンーB3ケント紙、モチーフは静物、 3

時間で、ある。そして彩色写生一B3画用紙、水彩

絵具使用、モチーフは静物(野菜、果物など) 3 

時間である。特定の能力を検査するのではなく、

ごく基本的な描写力と色彩間隔をチェックするに

止まるべきという考え方からである。

教員・受講生数一覧表

6.版画教育の功罪について

版画教育にかぎらず、美術教育全般が技術偏重

のきらいがある。広義の意味で、思想的な、ある

いは理論的な授業が欠落しているように思われる。

いわゆる人文的な授業形態で、施策と実践をつ

なげるような部分を開拓してゆくべきではないか。

いつまでたっても欧米のフォロワーしかそだたな

いような気がする。

孝f(: ~童委~ 全戸主主裳~

客員 通年授業
教授助教授講師助手副手非常勤 集中授業

教授 コース専攻大学院

2 。 。 。 2 4 。 9 1 4 8 7 
講師 助手

東京芸術
留学生 研究生
2 2 

京都市立 2 。 。 7 2 7 4 6 0 
非常勤

芸術

多摩美術 3 O 2 7 2 103 1 8 1 8 

l年26 26x3 
2年24 講座 4週間

2 6 3年26 84X 1 
講師 4年27 講座 4週間|

女子美術 llOXl 
講座 2週間
他科学生
25X2 
講座 3週間

嵯峨美術 。 2 。 。 5 8 1 
短期
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中国新江美術学院の版画教育概要

我が学院の版画教育の状況を日本の学会誌など

の専門誌で紹介されるのは、今回が初めてのよう

に思います。ありがたいことと思いながら、この

機会によって、これからの学術交流と相互理解が

ますます持続して発展できることを心より望んで

います。

<新江美術学院の歴史と組織>

学院の母体は、中国近代文化教育の先駆者と称

される奈元培氏の提案と自らの企画で、 1928年に

創立された国立芸術院で、中国最初の美術大学で

す。創立当初は、院長が林風眠氏で、活天寿・呉

大羽・李苦禅・ IIJ開渠・雷圭元諸氏を教師陣に擁
し、また、笑・仏・露・日諸国の教授をも招鴨し

ました。国画・洋画・彫刻・図案の4つの学部で

それぞれ5年制の本科生を養成していましたが、

1930年その名称は国立杭州芸術専科学校と変わり

ました。 1937年、抗日戦争のため、最初は漸江省

杭州市の西湖のほとりにあった校地を内陸へ移動

し、翌年の1938年湖南省で、同じように北京から

引っ越してきた国立北平芸術専科学校と合併し、

名称は国立芸術専科学校となりました。戦後の

1945年、もとの2校に分かれそれぞれ原地に戻り

ましたが、杭州の l校は国立芸術専門学校の名称

を1950年まで使用しました。 1950年中央美術学院

華東分院となり、やがて1958年にし、まの名称に定

着しました。創立当初杭州西湖の西側に位置した

校地は、 1957年に西湖の反対側に移りました。旧

校地と同じく風光明煽な湖に面していて、校庭を

出て通りを渡るとすぐ、緑したたる公園なので、

環境的に恵まれていることでも有名です。学院は

今、北京の中央美術学院と並んで、国家文化部に

直属する 2つの国立美術大学の lつで、毎年全国

から生徒を募集しています。国画(山水・花鳥・

人物・書道筆刻の4つの専攻を含む)・油画・版

画・彫刻・工芸美術(グラフィックデザイン・染

織・陶芸・ファッションデザインの4つの専攻を

含む)・環境デザイン・美術史と美術理論・美術

教育の8つの学部に分かれ、定員は合わせて毎年

80--90名です。美術大学として圏内一流の図書館

nnu 
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漸江美術学院版画学部部長

漸江美術学院版画学部講師

漸江省版画家協会副会長

韓翠坤

張逮帆

を持ち、陳列館・電化教室・ギャラリー等の施設

をも持っていますが、さらに規模拡大を目指して、

本部よりも敷地の広い新校舎建設の計画が進んで

います。

<版画学部の歴史と組織>

中国近代版画の父と呼ばれる魯坦先生により聞

かれた中国初の創作木刻版画講習班(1931年〉よ

りも一足早く、 1929年すでに「一八芸社Jという

創作版画団体が学院の母体である国立芸術院でそ

の創作活動を行ったので、学院は中国創作版画の

発祥の地とも称すべきですが、独立した版画教育

の組織を持ち版画を学院の教育システムに正式に

取り入れ始めたのは、その25年も後の1954年でし

た。最初は絵画学部の中の版画科でしたが、 l年

後は独立して版画学部となりました。主任学部長

は張濠今氏で、創立当初の教師陣は張懐江・夏子

顕・m野・丁正献・宋乗恒・誼宗藻などいずれも
創作歴豊かな版画家たちと、曹剣鋒・洪世清など

当時卒業したばかりの若い教師で構成されました。

抗日戦争や国内戦争時代に大いに活躍した白黒木

版画が、当然ながら授業の主流になりましたが、

一方、銅版と石版の実技教室も設けられました。

その後、もと上海で活躍していた版画家の誼延年

氏や、 6年間のドイツ留学から帰ってきた野伝蟻

氏、それに版画学部を卒業した張実字・張玉忠・

陸放諸氏を教師陣に加えて実力を充実させた後の

発展がめざましく、教師と生徒の制作力でたちま

ち国内での名声を築きあげました。しかし、 1966

年に始まった「文化大革命Jの混乱の中では、一

層の発展が望めるどころか、正常な教育秩序も維

持できず、学部そのものさえ取り消され、多大な

損害を受けました。ょうやく 1977年になって学部

が再建され、回復された試験制度で再び素質の良

い生徒を募集することができるようになると共に、

史上初の大学院生をも養成するようになりました。

現在の学部長の緯繋坤氏と副学部長の騨継徳氏を

含むこれらの大学院卒業生は今の学部教師障の中

堅をなしています。現在の教員人数は18名で、開

放改革の良い時期に恵まれ、そのほとんどが海外



研修や訪問の経験を持ち、中にイギリスと日本で

留学した教師が l名ずつ、また現在もフランスに

2名、ドイツに l名の教師がそれぞれ海外研修中

です。教育施設としては各実技教室や暗室のほか

研究施設としての伝統複製木版研究室があります。

<教育システム>

日本などの外国の版画教育との相違は、この点

において一番大きいのではなし、かと思います。わ

かりやすいように、まず l年から 4年までのカリ

キュラムを記しておいて、説明したし、と思います。

表lの通り、デッサンや色彩などの基礎課目は

最初の l年や2年間だけで集中的に実施するので

はなく、特にデッサンは3年いっぱし、までありま

す。東京芸術大学のように基礎と専攻が2年ずっ

と分かれていて、生徒が入学2年後に専攻を選ぶ

のではなく、入学する時にすでに専攻が決まって

いるわけですが、版種別に専攻するものではあり

ません。つまり、版画の学生は、版画であれば何

でもその基本を身につけなければならないのです。

ただ、卒業制作の場合の版種の選択は自由です。

この表でもう一つ目立っているところは、デッ

サンの授業時聞が多いことだと思います。これを

詳しく説明すると、要するに、革命後の中国美術

教育は旧ソ連の美術教育システムに大きく影響さ

れ、現実をより理想的にかつリアルに表現する、

前半(9月1日"'1月20日頃)

デッサン 色彩 白黒木版 石版
年 白黒構成

8 4 5 3 

2 デッサン 実習 シM 制作色彩
年

8 3 3 2 4 

3 デッサン 挿絵制作 ※ 水印

年 木版
8 6 2 4 

4 古跡 実習 技法・制作
年 見学
4 4 1 2 

いわゆる「革命現実主義+革命浪漫主義Jを強く

唱えていたので、入学試験もそうですが、生徒の

写実力が真っ先に要求されます。その要求につら

れ、デッサンはひとりでに授業内容の一番のポイ

ントとなったわけです。またデッサンは教える側

からも重要視され、質の向上を目指して研究が重

ねられたため、版画学部のデッサンは学院内でも

高く評価されています。(写真 1)改革開放の時

代になってからは、版画に対する認識や理念など

が大きく変わりつつあり、デッサンだけではなく、

技法や材料の活用などもバランス良く制作に取り

入れ、版画独自の表現と価値を追求するようにな

りました。しかし前の時代の影響は大きく、しば

らくはその勢いも残るのではなし、かと思っていま

す。

もう一つ説明しなければならないのは「選修J

でしょう。これは2・3年生の後半の最初の4週

間だけ、生徒が自分の専門と違う学部で開設され

る油絵・彫刻・書道・墨絵・写真・環境デザイン

・ヴィジュアルデザインなどの集中講義を l回に

lつを自由に選んで聴講する時間ですが、もちろ

ん版画学部も他の学部の生徒のための版画講義を

その期間中に聞きます。版画講義はいつも高い人

気を持ち、これまでに多くの生徒が受講しました。

「水印木版Jとは、中国伝統木版画の一種で、

後半(2月20日頃"'7月10日頃)

デッサン 実習 制作 色彩 銅版

7 3 3 g 3 

選修 色彩 実習 制作 デッサン

4 3 3 2 6 

選修 デッサン 実習 制作

4 7 3 4 

卒業制作

1 8 

-※は「民間版画の鑑賞及び実践」 ・表の中の数字は実施週間数を示す。
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主に墨絵や書道に使われる画仙紙に墨・水性絵具

で摺り上げ、画仙紙の上の墨や絵具の独特な漆み

を生かして表現する技法です。そのために考案さ

れ発展してきた「ボカシJなどの手法が多彩で、

独特の表現力をもっています。でき上がりは幾分

中国の墨絵を街梯させるところもありますが、古

代から伝わってきた民族伝統の lっとして、多く

の画家がその技術を受け継ぎ自分の制作に使い、

学部でもその専門の教師がいて、積極的にそれを

カリキュラムの中に取り入れています。

「民間版画の鑑賞および実践」とは、福建省樽

州の「粉印版画J (予め深い色に染まった紙の上

に不透明水彩絵具と木版で絵柄を摺ったもの)、

江蘇省無錫の「神馬J (神々の顔立ちを l人ずつ

やや漫画化して木版で表現したもの)、山東省j維

坊や江蘇省蘇州桃花鳩などの木版「年画J (旧正

月に住居に飾る絵の一種で、内容は神仏の像から

芝居の情景まで幅が広しつなどの造形・色彩・技

法を鑑賞した上で、小品の実制作を通して応用し

てみる課目で、す。

「実習Jとは、生徒が工場や農村、あるいは小

数民族地域や沿海地方、要するに生活ノfターンに

特徴のあるところへ教師に連れられて出かけ、そ

この人々の生活感情を体験し、 「制作Jのための

テーマや資料収集をその地で済ませておく時間で

す。ちなみに「制作Jとは、 「実習Jで得たテー

マと資料で、すでに習った版画技法を使い作品を

作る時間です。

4年目前半の「技法・制作Jとは、生徒がこれ

からもっと深く研究したい版種を決めた上で、そ

れぞれの実技教室に分かれて入り、これまでより

高度な技法などを作品制作を通して研究し、後半

の卒業制作のための技術面の準備をしておく時間

です。

「係絵制作Jとは、生徒が自分の選んだ文学作

品に基づいて自分なりの発想や手法で伸絵を作る

課目ですが、ある程度限られている範囲で自己表

現をし、また4点程度で l組の作品にしなければ

ならないので、形・色・手法などの造形言語と主

題との一致性に対する認識、それにシリーズもの

としての統一性への気配りなどを重要とする訓練
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と言えば、もっと理解してもらえるのでしょう。

全体から言うと、今のシステムは前の時代の影

響が強く残りながら、前向きの姿勢で少しずつ改

善されてきた発展途上のものと言えましょう。今

までの成果を礎に、これからも固まってしまう事

などなく、海外との交流を一層積極的に進めるな

どの努力によって、より強い独自性を持ち、版画

の近代化に対応できるものにしたいと思っていま

す。

<実技教室>

学部は、各学年の生徒に、それぞれ専用の教室

を与えるほか、石版に2室、銅版・シルクに各 l

室専用の実技教室を設けています。デッサン・色

彩などほとんどの授業は、学年別の教室を使用し

ますが、版種別の実技は各実技教室に入って学習

します。

写真l デッサン授業風景

写真2 挿絵制作授業風景





種ということもあって、生徒に人気があります。

刷り台もスキージもインクも市販のものがなく、

ほとんどを自製のもので間に合わせていますが、

歴史が浅いだけに、伝統に束縛されることもなく

かなり自由な表現がここでは見られます。また、

色々な実験もここでは行われています。例えば、

主任教師の陳季強助教授は数年間にわたる独自の

実験の結果、画仙紙に水性インクで印刷する技術

を確立したし、今年の卒業生の一人は、シルクで

図柄を印刷した 2rrfのガラス板20枚程度を、卒業

製作展示会場にオブジェ風に組み立て、斬新な空

間表現で好評を得ました。

=木版教室=

30年代からずっと中国創作版画の主流だっただ

けに、木版画は学部の中でも大きく取り扱われて

きました。中でも、特に白黒木販が重要視され、

優れた創作力を持つ教授も何人かいましたので、

学部の lつの大きな特色だったと言えます。

ここ何年間かは、技法では水印・粉印・コラー

ジュ製版 ・造形の面では抽象的・ f構成的・民族的

と、色々な要素を授業内容に加え、多様化の傾向

を見せつつあります。版材は日本で一般に使われ

ている質の良い槌ベニヤが入手できないため、級

密な画面ならば、桜の木に近い梨の木などの硬い

ものを使うしかありません。機械で摺ることはほ

とんどなく、手摺りが主流で、水印・粉印の場合

は中国伝統木版の馬連か日本式のパレンを使用し、

油性の場合はスプーンなどの硬い道具を使用しま

す。版画専用紙の難はここでも見られます。

<社会に対する版画教育>

ここ数年間、毎年のように、全国各地の大学・

文化センターの教員や美術関係者及び作家を対象

に研究生を10名程度ずつ募集し、 lつのクラスと

して基礎から専門技術や作品製作までの教育を行

っています。また、各地方の要望により、 学部の

教師を派遣し、各地方で集中講義を行うことも多

くあります。近々カナダの作家を招鴨し、学部で

銅版集中講義を実施する予定ですが、各地方から

の参加希望が多く寄せられています。中国で有数

の版画教育の基地として版画教育を普及させる役

目をも兼ねなければならないと自覚し、こうした

積極的な姿勢と行動によって、全国の版画活動に

貢献できればと思っています。

開放改革の波が日一日に高まりつつある好時期

に、中国版画教育の第一線に位置する私たち教師

全員は、幸いと思う一方、肩の重さも感じなくて

はいられません。文章の中でも少し触れたように

いろんな難題があり、突破しなければなりません。

これからますます多彩多般に発展していく現代版

画の将来に対応できる人材を養成する目標に向か

つて、どんな努力をし、どんな方針を取るべきか、

今後の一大課題だと思っています。

中日国交回復20周年に際し、彦修平先生より御

推薦頂き、また日本の皆様の御厚意により、今回

の交流機会に恵まれたことを光栄に思います。御

協力下さった方々に感謝すると同時に、今後の一

層深い交流を希望しています。

写真4 シルクスクリーン

実技風景
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コロタイプ技法

1.まえがき

現在のコロタイプ技法は、 1868年にドイツのミ

ュンへン市のJosefAlbertによって、完成された。
コロタイプ技法の名称は、このほかにart-type，

albert type， autotypeという様に呼ばれ、フラ

ンスではHelio typie， Colotypie， Colographi ie 

あるいはPhoto-Colographieと呼ばれている。
前回はカーボンチッシュ技法について再現実験

を行ったが、今回はコロタイプ技法について基礎

実験を行った。この印刷法は網をかけずに、ハー

フトーンの出せる、大変ユニークな技法であり、

現在も他の印刷技法に生かされている。

40 

2. コロタイプ技法に関する歴史的背景

コロタイプ印刷法の発想者はフランスのPoitevin 

(ポアテヴァン)で1855年と言われている。その

後同じくフランス人のTessiedu MotayやRaph

Marechal氏等、多くの人々がこの技法を研究して、
Phototypieと命名したが、最初はなかなか良い結

果が得られなかった。ドイツ人のJosefAlbertと
いう学者が、この技法に大改良を加えて、 Colo-
type 法が完全に行なえる様になった。

コロタイプに使用されるゼラチンは、馬や牛や

豚や羊のような晴乳類の皮や骨中から採収された

もので、日本では躍とよんでいる。

魚の体内にある腰 (fishglue)も同じ名前で呼

ばれているが、性質は全く異なっている。つまり

fish glueは冷水に完全に溶けるが、良質の動物

腰は冷水を吸収して膨潤する性質はあるが、溶解

はしない。溶解温度は人聞の体温に近く、 36.C-

40.Cくらし、から溶解できる。

コロタイプ様ゼラチンを溶解するには、温度が

大変重要になってくる。なぜならば80.Cを超える

とゼラチンが分解して、他の化合物に変わり、重

クロム酸塩と混合しても感光性をもたなくなるか

らである。

ゼラチンを製造する時に特に上記の性質が大変

重要になってくるるで、良質のゼラチンの製造は

非常に困難で、昔はゼラチンの製造会社は、数社

しかなかった。イギリスのNelson社、フランスの

Coignet社、スイスの Wintertur社、などに限ら

守
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図l 感光』膜際面の光硬化

れていた。ゼラチンと重クロム酸カリウムとの混

合物に感光性があることに最初に気がついたのは、

英国のFoxTalbotであるが、重クロム酸ゼラチン

を支持する支持物を厚硝子板に変える事を発見し

たのは、やはりAlbertで¥このAlbertの大成功は
大変な意義を持っている。つまり、光を透過する

厚硝子の使用により、裏焼き露光が可能になり、

この事により、ゼラチン膜をより強固に硝子板上

に固着する事ができる様になった。また下引き処

法に、ケイ酸ナトリウムを使用する様になったの

も第2の発見と言える。

3.実験

3 -1 実験の概要

コロタイプ技法の原理は、ゼラチン溶液中に少

量の重クロム酸塩を混合した感光液を厚手の水ぴ

き硝子に塗布し、乾燥後に印刷用のシート状ネガ

フィルムを感光面に密着し、太陽光や水銀灯等で

露光した後、冷水で水現像すれば製版は完了する。

印刷する時は、乾燥している原版を再び冷水に

浸して取り出し、リトプレス機の上にセットする。

版に補水性があるうちに脂肪性のインクをロー

ラーで盛り付ければ、光の作用を受けて硬化した

版の部分(図 1)は、脂肪性のインクを吸いつけ

るが、光の作用を受けていない部分は、ゼラチン

が水を吸収している為、脂肪性のインクを受け付

けないという原理により、ゼラチン膜の膨潤度に

反比例して画像が現れる。後は平版方式で紙に圧

力を加えればプリントできる。

Colotype印刷法は、分類上、版面に凹凸がない
ので平版に位置づけられている。

今回の実験では、まず原版となるネガティブな

印刷原稿の作成を行った。原稿のフィルムがネガ

ティブなので、密着焼によって、ネガと同サイズ

のポジ原稿を作成する。後はイメージサイズのネ



1 0 0 0 cc用 102用

水 (320 C) 5 0 0 cc 5 0 0 0 cc 

2 無水亜硫酸ナトリウム 3 0 g 3 0 0 g 

3 パラホルムアルデヒド 7g 70g 

4 メタ重E硫酸ナトリウム 2. 5 g 2 5 g 

5 硯酸 6. 5 g 6 5 g 

6 ハイドロキノン 22g 2 2 0 g 

7 臭化カリウム 1. 5g 1 5 g 

8 水を加えて 1 0 0 0 cc 102 

0原液のまま、 20度Cで使用する。フツリスオルソフィルム用では 1分45秒から2分間現像する。

表 1 製版フィルム用現像液

写真 l 恒潟村i

ガティブ印刷原稿を引伸し法により作成する。

次に市販の4皿厚の水びき硝子にビールとケイ

酸ナトリウム溶液と水の混合溶液を塗布し乾燥し

た後、ゼラチンと重クロム酸カリウム等を混合し

た感光液を塗布し、感光液が乾燥した後、水銀灯

やuvプリンタ一等で焼付を行った。
感光液の重クロム酸ゼラチン溶液は、乾燥する

事により、初めて感光性を帯びるので、感光液の

調合及び、感光液の塗布等は通常の明室で行う事

が出来るので、多人数での版画実習等にも向いて

いる印刷法である。

焼き付けの終わった、感光済の硝子板は、冷水

で水現像を行った後-s.乾燥して、翌日使用する。

これは、ゼラチン膜が一度収縮して、版が安定

する為である。印刷する時は、版をもう一度冷水

に浸して、ゼラチンを膨潤させた後、 2種類のロ

ーラーでインク盛りを行う。

印刷する紙に余白を必要とする場合は、一度パ

ラフィン紙にプリントして、画面をくり抜いたマ

スクを作成する。このマスクを印刷時に版の上に

乗せて印刷を行えば余白部分を汚さずにすむ。

コロタイプ印刷法では版にいつも補水性を与え

ておかなければいけなし、。つまりコロタイプの版

はいつも湿った状態を保つ様にしなければならな

し、。

感光液を調合する時の液温は70.Cぐらいに温め

て、重クロム酸カリウムの粉末等を溶解するので、

できれば写真 lの様な恒温槽があれば便利である。

硝酸鉛は混合時に白い沈澱物になるのでよく揖枠

するとよい。また感光液の塗布時も50.C位に硝子

植を温める必要があるので図5の様な乾燥箱があ

れば便利である。

コロタイプ技法の画像のコントラストは、ゼラ

チンの硬さや、インクの硬さによって決定される

ので、イメージによって様々に工夫すればよい。

以上がコロタイプ技法の概要である。
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3-2-3 磨硝子板への下引き処方

コロタイプ版の製版には、水ずりの厚い硝子板

を使用する。印刷する販の大きさによって、ガラ

ス板の厚さも異なる。小型版の場合は約 9.5皿、

大型版の場合は16.8四ぐらいの厚さが適当とされ

る。

水ずり硝子の作成方法は2枚の厚硝子の聞に金

聞砂をはさみ、円運動を描きながら、たがし、に摩

擦して、磨硝子にする。ただしこの際使用する金

剛砂は、石版画の研磨に使用する#80の荒目の金

剛砂よりも目の細かいものでなければならない。

精密な画像を作る場合は逆に、無傷な透明な厚

硝子を使用する方が譜調がきれいに出るが、完全

な下引きと裏焼を必要とする。なぜならば印刷中

にゼラチン膜が剥離するからである。何度も使用

した透明な厚硝子は傷が出来ている場合があるの

で、上記の方法により、水ずりを施せばまた使用

できる様になる。

また下びきをする前に硝子板上の脂肪分を脱脂

する必要がある。脱脂が不充分な場合は、その部

分に印刷中に斑点を作る等のトラブルを起こす結

果となるので硝子板の脱脂は充分行う必要がある。

それには15-20%の水酸化ナトリウム溶液の中

に10-24時間位浸して、脂肪分を充分分解した後、

積子面にブラッシングを行い水洗をする。そして

下びきを行う直前に、清潔なガーゼ等にアンモニ

ア水をしみこませて、硝子面に付着している最後

の汚れをこすり落とすとよい。
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硝子板の準備ができたら、次に下びきを施す。

硝子板に下びきをすることにより、ゼラチン膜を

硝子板に完全に固着することが出来るので、下び

きは大変重要になってくる。下ぴきが不充分な場

合は印刷中にゼラチン膜が剥離してくる事がよ く

ある。この欠点をし、かに除去するかについては、

Josef Albertらが苦心の結果ケイ酸ナトリウム

(水硝子〉のアルカリ塩を下ぴきに使用する事に

より良結果が得られることを発見した。

下びき液の成分は、ケイ酸ナトリウム溶液

( Sodium Silicate Solution )中に蛋白質あるい

は澱粉類または砂糖類かビールのような植物性物

質を混ぜて、この処理液を厚硝子板上に塗布して、

乾燥した後冷水で洗浄すれば良いのである。

特に炭酸ガスの逃散した飲料用のビールは、こ

の目的に最適であるので、昔からビールがよ く使

われている。なおビールは大皿に入れて、 10時間

位放置して置くと良い。

下ぴき液処方としては以下の通りである。

ビール 30mf 

純水 30mf 

純水:ケイ酸ナトリウム(1: 1溶液) 3mf 

上記の溶液に団体の苛性ソーダ2gを溶解する、

この液は充分鴻過して使用する。

/大体の目安としてガラス板面積30cof上に約70mf

を塗布して乾燥するのが良い、多めの下びき液を

使用する場合はグランド溶液を塗布する要領で、

斜めに回転させて過剰な溶液をボトルに回収すれ

ば良L、。

ビールを使用しない下びき液処方は以下の通り

である。

新鮮な卵白液 100mf 

ケイ酸ナトリウム液(水硝子) 120mf 

純水 600mf 

なお下ぴき液は使用する直前に作成するのが良

く、ケイ酸ナトリウム液は粘りのある水飴状にな

っているので大変扱いにくいので注意を要する。

下びきを施したゼラチン膜が硝子板上に固着す

る理由は、元来水硝子は桂酸のアルカリ塩で

Na2Si03、Na4Si04やNa2Si402等の幾種からの混

合物であり、その水溶液は加水分解を起こして強





2 1OmOのゼラチン溶液70.Cの中にA液~D液の

順に混合して揖枠する。

A液 lOmO

B液 10mO

C液 8mO

D液 5mO

1. A液~D液の溶液は使用前に冷蔵庫で l 晩寝

かすとよい。

2. 混合する時の温度は60.C~70.Cの聞がよい。

80.C以上の高温になると、ゼラチンの組成が

変わり感光性がなくなるので注意を要する。

3. 冷蔵庫に保管しておけば 4~5 日間は使用で

きるが、 3日以内に使用する方が良い結果が

得られる。

A液、 B液、 C液、 D液と 210mOのゼ、ラチンの

混合溶液は60.C位に液温をセットして、ガーゼを

3枚重ねて鴻過する。

一般的にゼラチンを扱う時の注意点としては、

最初にゼラチンを大きな器に入れ、冷水で手早く

揖枠し、速やかに器を傾けて水を捨て、ゼラチン

に付着しているホコりを洗浄する様にするとよい。

感光液の準備が出来たら今度は硝子板に感光液

を塗布する。感光液の塗布は乾燥箱(図 5)の中

で行う。硝子板を乾燥箱の中に入れ、水準を完全

に調節して、 (図 2)硝子板の温度を約50.Cに温

めた後、硝子板の表面積26X31cmに対して、上記

の感光液を30ccの割合で塗布する。弓の弦(図 3) 

によって、液を硝子板全面に平均になるように透

導する。

塗布する液量によって感光膜の厚さを自由にコ

ントロールできる。塗布する時の感光液の温度は

ゼラチンが流動性をもっ、 50.C~60.C位が良いと

思われる。

感光液の塗布が終われば、乾燥箱の董を閉じて、

箱の中の混度を60.C位に保ちながら、 1時間位温

風にさらすと、ゼラチン膜が乾燥する。適当に乾

燥したゼラチン膜はレチュキレーション(図4)

が発生している。

感光板は冷暗所に保管しておけば2日間位保存

できるが、 3日以上になると、光にあたらなくて

もゼラチン膜に物理硬化が生じゼラチン膜が膨潤

-28ー

しなくなるので注意を要する。

乾燥箱は以下の条件を満たすものであれば良い。

1.硝子板を完全に水平に保てる事。

2.乾燥箱内の温度を自由にコントロール出来る

事。

3.感光膜面に外光があたらぬ事。

4.乾燥中に硝子板に振動が伝わらない事。

5.内部の状態を外から観察できる事。

図4 ゼラチン膜面

3-2-5 焼付及び刷り

コロタイプの焼付はシルクスクリーンの製版や

りトグラフのPS版を製版する時と同じ要領で太陽

光、アーク灯、水銀灯等が使用できる。

感光膜とリスフィルム原稿の密着性が悪いとボ

ケた画像になるので注意を要する。また圧力をか

け過ぎると硝子を破損する事がある。

今回の実験ではuvプリンター(写真2)と水
銀灯(写真3)を使用した。露光時間は共に 3~

7分位が適性露光値と思われる。

また感光膜の露光具合は感光膜の色によりチェ

ックする事ができる。感光膜は最初黄色であるが、

光の作用を受けると褐色に変わる。 2~3 回テス

ト露光をくり返せば適正値を出すことができる。

表2からの焼付が終わったら、今度は硝子板の

裏から露光する。これを裏焼きと呼んでいる。今

回の実験ではグローランプ付の蛍光灯20Wを12本

セットして50cmの距離で、5分位が適正値となった。

距離が近いと焼むらを起こすので注意を要する。





る。一つは石版画用に使用する革ローラーで、他

は活版印刷用の腰ローラーで非常に柔らかい性質

を持っている。

コロタイプ用のインクは、活版印刷用の石油系

のインクは絶対駄目で石版画用の脂肪性のインク

や油絵具でも良い。筆者はリトグラフ用インクと

油絵具の2種類のインクを使用した結果、リト用

インクは固くてローラーの回転中にゼラチン膜が

剥離するトラブルが生じ、油絵具は版によくなじ

むが、逆に少しカブりを生じた。やはりコロタイ

プ用のインクは、自分で各種のインクを繰り直し

て作成すべきである。

硬い草ローラーは主にシャド一部にしかインク

は付着しないので硬調な刷りができる。

柔らかい腰ローラーはハーフトーンの表現に向

いており、 2つのローラーをミックスすれば写真

の様な譜調の整った刷りができるので、イメージ

によってローラーを選べばよい。版がつぶれてき

た場合は全くリトグラフと同じ要領で、過剰なイ

ンクをローラーにもどす事ができる。

ーマスクについてー

画面に余白がある様な場合は、本刷りの前にパ

ラフィン紙に印刷jを行い、描画部だけをくり抜い

て窓をあけマスクを作成する。印刷時にこのマス

クを乗せて刷れば余白部分を汚さずに済む。また

りトグラフと同じ様に何枚か試し刷りをした後で

本刷りを行うと良い。

3-2-6 版の再生について

使用済みのコロタイプ販は、再生する事により、

何度でも使用する事が出来る。

高温にした20%水酸化ナトリウム(苛性ソーダ

ー)溶液もしくは強硫酸を20倍の水に薄めた溶液

を高温にして、その中にコロタイプ版を3時間位

浸しておくとゼラチン膜を剥離する事ができる。

また抱水ヒドラジンを使用してもよL、。抱水ヒ

ドラジンは常温で使用できるので、取扱いが便利

である。水酸化ナトリウムや硫酸を使用する時は、

ゴム手袋や保護眼鏡を使用して、司溶液の取f&いに

は、特に注意を要する。

3 -3 実験結果

① 木版画用のパレン刷りにより写真5の画像
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とリトプレスの刷りにより写真6の画像が得

られた。

③ 画像の色調については、光電分光光度計

(倉敷紡績株式会社製 COLOR-7e)とデータ処

理装置(倉敷紡績株式会社製 AUCOLOR-I0A)

により分析することが出来た。

③ ローラーによるインク盛り(写真4)以外

にブラシを使用する事により細部のインク盛

りができた。(ブラシによるインク盛りには

ホッパーを使用すると良い。)

④ 銅版画用の鹿皮タンポもソフトな刷りには

向いていると思われた。

⑤ ゼラチンとインクの硬さにより画像のコン

トラストを自由に変えることが出来た。

⑥ f/J離液(苛性ソーダー)の使用により不要
になった版も再生する事が出来た。

写真6 リトプレス機による届IJり

4.論蟻

黒の色調等については、今後紙質も変えながら、

光電分光光度計で計測する事により、目に微妙に

感じられる色調も数値化できると思われる。

コロタイプ用のゼラチンの特性により、画像の

コントラスト等が決定されるので、数種類のゼラ

チンを混合して使用する方が、安定した画像が得

られる様に思われる。

コロタイプ印刷では、インクにより、インクの

付き方が微妙に違ってくるので、今後は数種類の

インクを試す必要があると思われる。

本実験でぱ水ずりの硝子の代用リト用のアルミ

版を使用しτ:画像が得られたので、枚数が少ない
場合、アルミ版や耐水ペーパーの使用も考えられ

る。





-大学紹介

「学育の場としてのこんとん工房版画」

広島市はのどかな瀬戸内と七つの河、それにや

さしい中国山系に固まれた中国四園地方の中核を

担う人口八十万人の国際平和文化都市です。

その広島の比治山女子短期大学で美術科が産声

をあげてからおよそ四分の一世紀が過ぎます。

短大は国文、幼児教育、家政、美術の四科より

成り、市内に入る太田川を見下ろす天水の丘の学

生総数千二百名のキャンパスで3す。

現在、美術科はー・二年合わせて百八十名の学

生と専任の美術科スタッフ十六名と副手二名で構

成されています。美術科は教育効果を考慮し多少

の無理を承知で・四つのコース制(日本画・洋画・

彫刻・デザイン〉で発足させました。

私はデザインコースを担当するため着任しまし

た。

デザインといっても当時の広島は未分化で生々

しい状況でしたので、何をどのようにしたら良い

かとなるとまるでロビンソンクルーソーが天水の

丘に漂着したようなものでした。

先ずは校風、それに他学科との足並等考えると

美術科の将来にどんなイメージを持ったら良し、か

をスタッフは実践と思考を重ねながら努力しまし

fこ。

学生の気質は県外へは出ない家庭の子女で美術

が好きであり、専門的には何をというよりも大い

なる教養を身につけたい、そんな気分が主流でし

た。

デザインとなると一体何ができるのだろうとい

う好奇心の強い行動力のある学生が集まったよう

です。最も蒸気機関車の汽笛や瀬戸内の船のヤキ

ダマエンジンの音が聞こえ、車もそんなに走って

いないのどかな環境でしたから、デザインとは一

体なにをやるところなのだろうと興味を持つ学生

がいたとしても当然かと思います。

美術科では、最初に基礎造形実習を行います。

グループごとに四つのコースでそれぞれ二週間

ずつ行います。観ることが直接描く、造るという

基本を夏休み前のコース選択をする時まで続けま

す。

これはコースのガイダンスというより造形の持

つ基本をバランス良く全員が取り組む最初のステ
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比治山女子短期大学 浜本桂三

ップです。充分でない条件のなかではスタッフ同

志はセクト的な枠を越えて建設的にカリキュラム

を考えそれを実行しました。

入学したばかりの学生がこの基礎造形の実習を

終える頃は美術の雰囲気も理解され、コースの定

員枠もうまくおさまっていくようです。

文部省の短大設置基準はクリアーしているもの

のデザインではコース制を実施するのに大きな住

になる基本理念とその実践方法を確立しなければ

なりません。地域という広島のデザイン環境を観

ながら、素朴で好奇心の旺盛な学生を導くには限

られた時間と条件の中で何が必要なのかを考えま

した。デザインは様々な領域の生活環境の理解を

もとに社会に何が具体的に寄与できるのかイメー

ジし、それを具現しなければなりません。学校と

しては総合的に造形領域で対応できる受け皿を整

えるのが専門学部の使命だと思うのですが、女子

短大で、できる科のしかもコースとしてできる範

囲を先ずは定めました。

発足時にはデザインの実習室の足りない事を逆

に活かし、一つの部屋で様々な要素が作用し合い

直接に影響し合う実習空間を創りました。

具体的には、一年次の基礎造形実習の後デザイ

ンコース25名の学生は基礎造形デザインの実習を

一年の終了時まで続けます。主にデッサンそれに

平面と立体構成を通してしなやかな造形カがつく

よう 600時間の実習作業です。

基礎カがついて2年生になると、こんとん工房

での実習になります。ひとつの部屋には人の手の

機能を延長展開できる様々な道具を整えてゆきま

した。平面と立体に関するイメージが形になるよ

うに道具が様々に活用されるよう、文道具がし、ろ

いろあるということがイメージのふくらみや展開

に役立っていました。こんとんと言う言葉は現代

では混乱を意味して良いイメージではありません

が、平安時代噴の昔ではモノが生まれる前の生き

生きした状態を示し良いイメージの言葉としてあ

ったようです。約 210n:lの部屋の中心は平面や立

体のイメージや想を練る机のある場所で占め、あ

とは衝立てを隔ててタタキの立体作業場と作業に

必要なF.R. P.や石膏、それに木工のできる作業台





出は後半の卒業制作の場で、何らかの形で匙りお

互いがお互いを納得しているようでした。

デザインの基本のステージは必要テーマに沿っ

たコンセプトを素材と技術とアイデアで具現する

と云うことでしょうから、そこに関わる異なる人

同志の感性やもろもろのモノがこんとんと生きづ

く場である方が創造と云う観点からは好条件であ

ると思えます。本当は立体も平面らない様々なモ

ノやコトが交差するものづくりを通して出してき

た方がデザインの基本があることになるのではな

L 、かと思います。学校ではモノづくりの基本に先

ずはスポットをあてなくてはと思います。

卒業制作ではこんとん工房の場所の取り合し、か

らスタートします。制作のアイデアが決まった学

生から順番に自分の必要なスペースをチョークで

床に線引きします。そしてそのスペースの中には

制作に必要な材料や工具、装置類それに作業台が

置かれます。アイデア決定の遅れる者は部屋のス

ペースが取れず、廊下にはみ出す始末です。それ

より遅れる者は研究室やテントを張った屋上や野

外で制作しなくてはなりません。指導する側とし

ても、オールマイティーであらゆる問題と対応し

て行かねばなりません。版画でー版多色刷りの仕

事をしている隣で3尺x6尺のシナベニヤを重ね

た上に座り木版を彫刻万で彫っている者がいると

思うとその横では厚板の合板と 100M程の太ロー

プで遊具を組みたてていたり、その又績では染め

た毛糸を織機で鍛通の作業をしていたり廊下では

シルクスクリーンやロープでのウエービング作業

があったり、壁の向こうでは部屋一杯ワラを集め

てきて竹で組んだフレームにワラを編み込もうと

する遊具づくりのグループが居たり、屋上ではテ

ントを張った中で大きなFRPの石コウ型を作っ
ていたり等々、夜を徹した作業は他から見ると何

のことかさっぱりわからないこんとん状況に見え

るに違いありません。なにせ創るの根元の真只中

でお互いに無心の影響を感じ合いながらのこんと

ん空間ですからでてきた造形物は不思議な説得力

を持っています。

こういう状況の中で版画をやりはじめたので最

初からハッキリした版画制作の空間をイメージし
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たわけではありませんでした。その頃は広島でも

版画をする所はなく、画材屈で道具を揃えること

もできませんでした。

版画をはじめるにあたりエッチングがモノづく

りの原点を感じさすところがあり先はプレスを揃

えました。限られた予算では確かなプレスは購入

できませんので職業訓練所、の課題で制作されい

る生徒の作品を使用することにしました。

見栄えが良いとはいえませんが現在まで何回か改

良をしてもらい6台自のプレスになります。十年

程使用してみないとプレスの欠陥や調子がわかり

ませんし、長年使用していると愛着がでてくるも

のです。エッチングプレス機を専門に設計し続け

てこられた滋賀県職業訓練所の所長さんの人柄が

感じられる簡素で無駄のないシッカリしたプレス

機は退官された後も黒ビカリしながら今も健在で

す。エッチングに関する道具では、腐蝕用パット

はベランダに並べることで何人かが一度に作業が

できるようにし、部屋は石油類で汚れるので換気

をつけました。グランドも良いモノが市販されて

いなくて、工事現場からコールタールの固まりを

もらい松ヤニと密ロウを混ぜ合わせ固形グラウン

ドとして使いました。

時間の経過と共に道具も整いゼミ的な取り組み

から正規の授業へと移行していきました。なにも

道具のない頃、学生は京都まで出かけ、設備のあ

る高校の版画教室を借りて実習をしました。一週

間ほどお寺に寝泊まりしながら熱心に実習をした

ものです。それ以来京都とは縁あって版画創設期

のセミナーにはいろいろな方に広島まで来ていた

だきました。坂爪厚生、真鍋宗平、山崎史の諸氏

をはじめ、野村久之氏、富樫実氏、吉原英雄氏、

それに中国版画協会理事長の李平凡氏、メキシコ

のグァナハート大学のパコ教授等、文、広島在住

のシルクスクリーンやりトグラフのプロのプリン

ターの方々にはお世話になりました。特に日本か

ら初めてパリのアトリエ17の工房へ留学された富

樫実氏の影響もあって、ジンク板を使用したディ

ープエッチングでー版多色のへイター技法を授業

で取り入れ他の技法と共に展開してゆきました。

十年間ほど続けた頃へイタ一氏が数人の弟子と共





それに石版も三十枚ほど付けていただし、たのです

が、作業効率に問題があり、数人が一度に作業を

進められる写真製版のシルクスクリーンがもう一

つの版画技法の柱として成長してゆきました。

たしかに版画のもつ魅力のひとつは、強く加圧

されて出てきたプリントには引き返えせない思い

切りがあるように思えます。シルクスクリーンの

孔版印刷には凹版や平版にはない取り組みやすさ

があろうかと思います。そこでカ ッティングによ

るシルクスクリーンの三版重ねの条件で製作する

ことが版画制作の最初のステップになります。

カッティングによる制約は刃物による切れ味と

形を大きく面でとらえなければならず、又、三版

重ねの条件は色の吟味と紙の地色も含め八色の色

の可能性を引き出す勉強になります。インクは版

重ねが効果的に出るよう染料をパインダーで溶い

たものを使用します。モチーフをデッサンしたも

のからカ ッティング用の原稿をトレーシングペー

パ一三枚にそれぞれ色鉛筆で着色し重ねによる効

果を検討します。最初は小さめの空間で取り組む

方が密度が上がって良いようです。

エッチングでの最初のステップは厚さ 0.8ミリ

のハガキ大の大きさのテストピースを段階を送っ

て腐蝕し、その度にインクをのせプリントをしま

す。腐蝕の回数は十回ほど重ねますと複雑になっ

てゆく過程がプリントで残ります。最初は大きな

面から小さな面へ、そして線からアクアチントの

点へとエッチングのエッジが生きるように作業が

進められます。それぞれの最終的なテストピース

のプリントは小宇宙の相を成すので、驚きを与え

ているようで、す。正面からと云うより横から凹凸

をつけてゆく無評価の基礎体験は次のステップに

何らかの影響を与えているようでイメージ表現に

ふくらみが出てくるようです。

リトグラフは特別希望の学生が課題で取り組み、

自由テーマの卒業製作で完成度を上げてゆきます。

最初こんとん工房の一部で可動していた版画が年

と共にふくらみ現在では三つの工房に成長してゆ

き現在にいたります。@工房はエッチングとリト

グラフ用で-す。特徴としてはー版多色用のローラ

ーとインク練り台が多く備えてあります。 15名が
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作業できる空間と机があり、夏期美術実技講習会

では版画の講習生はこの工房で実習をします。⑥

工房はシルクスクリーンができます。写真製版用

刷り台それに写真製版機、そして写真製版作業台

と乾燥棚用の暗室の横には流し台が動線に沿って

配置されています。その昔太陽の下で数をかぞえ

ながら製版していたのに比べるとこれでも大変な

進歩です。。工房は、版画の紙にプリ ントするだ

けでなく布にもプリントをしてみたらと云うこと

で始めたテキスタルの型染プリントが発展し、シ

ルクスリーンや型染のプリントを中心に藍染や、

ローケチ染のできる実習室になりました。

もちろん3つの工房が可動できるのは美術科発

足時の倍のスタ ッフや囲りの理解のおかげである

ことは云うまでもありません。

そういう広島に版画があたたまり、ふくらむ環

境があるのかと言われると問題がないわけではあ

りません。

版画がうまく成り立つ立地条件は人口三百万人

以上の落ち着いた都市で若者を受け入れる活力を

持った所であると私は思います。どうもスモール

アイランドカ ントリーである日本は東西のベルト

ラインに乗って大都市に人口が集まります。集ま

り過ぎは良くないと云うことで広島は政令指定都

市にされ、人口は大都市流出のスト ック機能を持

たされて居るようです。日本列島の東西のベルト

領域は物量の流れが大きく，人の精心テンポも情

報化と共にスピードがあります。広島市はこのベ

ルトラインとクロスするように山から海にかけて

河が流れています。四季の折々の山や野や里、そ

れに海の幸と人々のいとなみが綾なす南北の河に

沿ったラインが広島市でゆっくり混ざりあいうま

いイメージが形になってくれたらなと思います。

街全体がある積のこんとん工房的な要素を持てる

のではなし、かと考えます。そんな瀞のような環境

から他の大都市にはない版画がでてくるものと思

います。プリントワークショップとして市内に近

いと云う利便性を生かし、将来は版画造りを志望

する人達が場所を自由に活用できるリカレント制

度を実践してゆかなくてはと思っています。



編集後記

安藤真司

編集のことは、何も知らずはじめた編集委員も、

2年の任期が終わりました。有地先生、鹿取先生、
小山先生にご指導いただき、良い経験ができたと

思います。

正直に言いまして、編集委員になって初めて学

会誌を読みました。編集委員が内容を考え、それ

ぞれの年の特徴があり、苦労がうかがわれます。

内容も充実したものが多く、学生時代から読まな

かったことを残念に思います。

原稿を依頼した先生方には、ご協力いただきあ

りがとうございました。これからも学会のため、

編集委員のためにも、よろしくお願い致します。
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